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「実地に役立つ良質な専門医」育成を目指す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

教
室
史
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

　
当
教
室
の
歴
史
は
、
１
９
２
８
（
昭
和
３
）
年
に
創

立
し
た
昭
和
大
学
の
前
身
、
昭
和
医
学
専
門
学
校

開
設
時
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
初
代
主
任
教
授
は

鳥
山 

晃
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
増
田 

茂
（
１
９
６
９

年
〜
）
、
深
道
義
尚
（
１
９
７
８
年
〜
）
、
小
出
良
平

（
１
９
９
２
〜
２
０
１
２
年
）
が
主
任
教
授
と
し
て
教

室
を
主
宰
し
て
き
ま
し
た
。
２
０
１
２
年
か
ら
眼
科

学
講
座
に
移
行
し
、
現
在
、
高
橋
春
男
（
２
０
１
２

年
〜
）
が
主
任
教
授
に
就
任
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
80
有
余
年
の
間
に
、
多
く
の
医
師
が
門
を
叩

き
、
そ
し
て
臨
床
、
研
究
の
分
野
で
活
躍
し
て
き
ま

し
た
。
深
道
義
尚
教
授
時
代
に
は
、
東
京
都
眼
科
医

会
主
催
の
野
球
大
会
が
始
ま
っ
た
の
を
き
っ
か
け

に
、
医
局
員
背
番
号
制
を
導
入
し
、
自
分
の
入
局
し

た
順
番
を
野
球
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
に
背
負
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
ま
さ
に
「
背
番
号
」
で
、
最
近
の
「
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
制
度
」
の
先
駆
け
で
す
。

　
全
て
の
歴
代
医
局
員
の
背
番
号
は
永
久
欠
番
で
あ

り
、
深
道
義
尚
先
生
が
「
１
」
、
高
橋
春
男
先
生
が

「
10
」
。
現
在
も
背
番
号
は
連
綿
と
続
い
て
お
り
、

「
２
２
５
」
が
最
新
の
背
番
号
で
す
。

「
至
誠
一
貫
」
の
も
と
に

　
昭
和
大
学
は
１
９
２
８
年
、
前
身
で
あ
る
昭
和
医

学
専
門
学
校
と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。
同
年
３
月
17

日
に
学
校
設
立
が
許
可
さ
れ
、
５
月
15
日
に
附
属
病

院
が
開
院
し
、
以
来
、
多
く
の
医
師
を
輩
出
し
て
き

ま
し
た
。

　
本
学
の
建
学
精
神
は
「
至
誠
一
貫
」
で
あ
り
、
今
も

な
お
学
是
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

卒
業
生
、
在
校
生
の
目
標
と
す
べ
き
医
師
像
の
本
幹

を
な
し
、
さ
ら
に
は
人
間
形
成
の
教
訓
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。
当
教
室
も
こ
の
「
至
誠
一
貫
」
の
も
と
に
眼

科
医
療
を
実
践
す
る
こ
と
で
、
技
術
的
に
も
精
神
的

に
も
「
実
地
に
役
立
つ
良
質
な
専
門
医
」
を
育
成
す

る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　
余
談
で
は
あ
り
ま
す
が
、
当
教
室
よ
り
昭
和
大
学

学
長
が
２
名
輩
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
か
ら

も
、
教
室
の
方
針
は
昭
和
大
学
の
王
道
的
な
教
え
の

も
と
に
立
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
必
然
で
あ
る
と
悟

ら
れ
ま
す
。
「
い
つ
何
時
で
あ
ろ
う
と
、
患
者
を
診

る
、
対
応
す
る
、
断
ら
な
い
」
と
い
う
、
今
の
時
代
、

や
や
と
も
す
れ
ば
回
避
し
が
ち
な
原
則
を
徹
底
し
て

い
ま
す
。

紳
士
淑
女
の
「
大
き
な
医
局
」
を
目
指
す

　
昭
和
大
学
に
は
、
特
定
機
能
病
院
か
ら
単
科
専
門

病
院
ま
で
９
つ
の
診
療
機
関
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
う
ち
眼
科
が
設
置
さ
れ
て
い
る
病
院
は
４
病
院

あ
り
ま
す
。
各
附
属
病
院
は
、
東
京
都
品
川
区
の
昭

和
大
学
病
院
か
ら
半
径
20
㎞
以
内
（
藤
が
丘
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
17
㎞
、
横
浜
市
北
部
病
院
14

㎞
、
江
東
豊
洲
病
院
10
㎞
）
に
位
置
し
、
各
病
院
間

の
連
携
を
定
期
的
か
つ
密
接
に
行
っ
て
い
ま
す
。
　

　
ま
た
、
各
地
域
と
密
接
に
連
携
し
、
地
域
医
療
の

充
実
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
大
学
病
院
お
よ

び
藤
が
丘
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
に
は
眼
科
専
用

手
術
室
が
あ
り
、
連
日
、
白
内
障
、
緑
内
障
、
硝
子
体

手
術
や
眼
瞼
、
眼
窩
手
術
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
新
入
医
局
員
の
１
年
次
は
昭
和
大
学
病
院
に
所
属

し
、
２
年
次
以
降
は
各
附
属
病
院
で
の
研
修
を
行
い

ま
す
。
専
門
医
取
得
を
目
標
と
し
、
４
病
院
を
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
で
、
知
識
や
技
術
の
偏
り
を

減
ら
し
、
専
攻
医
同
士
の
情
報
共
有
を
行
い
や
す
く

し
て
い
ま
す
。
医
局
行
事
も
多
く
、
テ
ニ
ス
合
宿
、
ゴ

ル
フ
コ
ン
ペ
、
野
球
大
会
、
医
局
旅
行
、
定
期
的
な
デ

ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
ツ
ア
ー
な
ど
、
医
局
員
同
士
の

親
睦
も
深
め
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
本

眼
科
学
会
総
会
、
臨
床
眼
科
学
会
、
眼
科
手
術
学
会

で
の
発
表
時
に
は
、
懇
親
会
を
行
い
、
皆
で
労
を
ね

ぎ
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
「
ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
」
が
似
合
う
医
局
で
あ
る
一

方
、
眼
科
医
に
多
い
女
性
医
師
へ
の
配
慮
も
行
い
、

紳
士
淑
女
の
大
医
局
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

眼
外
傷
に
力
を
入
れ
て

先
進
的
な
医
療
を
行
う

　　
昭
和
大
学
病
院
眼
科
学
講
座
で
は
、
第
３
代
主
任

教
授
・
深
道
義
尚
先
生
の
影
響
も
あ
り
、
現
在
も
な

お
眼
外
傷
に
対
す
る
診
断
、
治
療
に
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。
昭
和
大
学
病
院
に
は
国
内
で
は
珍
し
い
「
眼

外
傷
外
来
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
眼
窩
骨
折
は
年

間
約
１
０
０
例
、
外
傷
性
視
神
経
症
に
対
す
る
視
神

経
減
圧
術
は
こ
れ
ま
で
約
８
０
０
例
の
実
績
が
あ

り
、
国
内
で
最
も
多
い
施
設
の
１
つ
で
も
あ
り
ま

す
。
眼
窩
骨
折
の
治
療
と
し
て
は
、
上
顎
洞
バ
ル
ー

ン
を
用
い
た
眼
窩
底
骨
折
整
復
術
、
経
涙
丘
眼
窩
内

側
壁
骨
折
整
復
術
を
行
っ
て
お
り
、
他
施
設
か
ら
も

見
学
者
が
あ
り
ま
す
。

　
先
進
的
な
医
療
と
し
て
、
現
教
授
の
高
橋
春
男
は

眼
科
内
視
鏡
開
発
の
先
駆
者
で
あ
り
、
眼
内
レ
ン
ズ

の
固
定
の
観
察
や
硝
子
体
手
術
に
内
視
鏡
を
積
極
的

に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
現
在
の
難
治
性
緑

内
障
の
手
術
に
欠
か
せ
な
い
緑
内
障
イ
ン
プ
ラ
ン
ト

手
術
を
１
９
９
５
年
か
ら
先
駆
け
て
行
っ
て
お
り
、

多
数
の
臨
床
実
績
が
あ
り
ま
す
。

　
藤
が
丘
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
眼
科
は
２
０

０
９
年
に
藤
が
丘
病
院
か
ら
移
設
さ
れ
、
白
内
障
手

術
な
ど
の
眼
科
手
術
が
よ
り
多
く
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。
東
急
田
園
都
市
線
沿
線
か
ら
の
患
者
紹
介
が
多

く
地
域
に
密
着
し
た
病
院
で
す
。
研
究
面
で
は
水
晶

体
再
建
に
対
す
る
臨
床
研
究
が
多
く
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
チ
ン
小
帯
脆
弱
例
に
対
す
る
カ
プ
セ
ル
エ
キ
ス

パ
ン
ダ
ー
は
、
谷
口
重
雄
名
誉
教
授
ら
が
中
心
と
な

っ
て
開
発
さ
れ
、
多
く
の
臨
床
実
績
が
あ
り
ま
す
。

　
横
浜
市
北
部
病
院
は
、
横
浜
市
営
地
下
鉄
の
セ
ン

タ
ー
北
駅
を
中
心
と
し
た
新
し
い
市
街
地
に
立
地
し

て
い
ま
す
。
網
膜
硝
子
体
手
術
、
特
に
難
症
例
を
多

く
手
が
け
て
い
ま
す
。
大
学
附
属
病
院
で
は
唯
一
、

角
膜
内
皮
移
植
（
Ｄ
Ｓ
Ａ
Ｅ
Ｋ
）
を
行
っ
て
い
る
施
設

で
も
あ
り
ま
す
。

　
江
東
豊
洲
病
院
は
、
２
０
１
４
年
に
開
院
し
た
最

も
新
し
い
附
属
病
院
で
あ
り
、
周
辺
に
は
高
層
マ
ン

シ
ョ
ン
群
が
立
ち
並
び
、
隣
接
地
域
に
は
築
地
市
場

が
今
後
移
転
し
て
き
ま
す
。
臨
床
面
で
は
、
加
齢
黄

斑
変
性
に
対
す
る
抗
Ｖ
Ｅ
Ｇ
Ｆ
薬
の
臨
床
研
究
を
多

く
行
っ
て
い
ま
す
。

高橋　春男 教授

高
橋 

春
男

（
文
責
・
同
講
座
准
教
授
・
医
局
長

　恩
田

　秀
寿
）

昭
和
大
学
医
学
部

眼
科
学
講
座 

主
任
教
授
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教
室
史
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

　
当
教
室
の
歴
史
は
、
１
９
２
８
（
昭
和
３
）
年
に
創

立
し
た
昭
和
大
学
の
前
身
、
昭
和
医
学
専
門
学
校

開
設
時
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
初
代
主
任
教
授
は

鳥
山 

晃
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
増
田 

茂
（
１
９
６
９

年
〜
）
、
深
道
義
尚
（
１
９
７
８
年
〜
）
、
小
出
良
平

（
１
９
９
２
〜
２
０
１
２
年
）
が
主
任
教
授
と
し
て
教

室
を
主
宰
し
て
き
ま
し
た
。
２
０
１
２
年
か
ら
眼
科

学
講
座
に
移
行
し
、
現
在
、
高
橋
春
男
（
２
０
１
２

年
〜
）
が
主
任
教
授
に
就
任
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
80
有
余
年
の
間
に
、
多
く
の
医
師
が
門
を
叩

き
、
そ
し
て
臨
床
、
研
究
の
分
野
で
活
躍
し
て
き
ま

し
た
。
深
道
義
尚
教
授
時
代
に
は
、
東
京
都
眼
科
医

会
主
催
の
野
球
大
会
が
始
ま
っ
た
の
を
き
っ
か
け

に
、
医
局
員
背
番
号
制
を
導
入
し
、
自
分
の
入
局
し

た
順
番
を
野
球
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
に
背
負
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
ま
さ
に
「
背
番
号
」
で
、
最
近
の
「
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
制
度
」
の
先
駆
け
で
す
。

　
全
て
の
歴
代
医
局
員
の
背
番
号
は
永
久
欠
番
で
あ

り
、
深
道
義
尚
先
生
が
「
１
」
、
高
橋
春
男
先
生
が

「
10
」
。
現
在
も
背
番
号
は
連
綿
と
続
い
て
お
り
、

「
２
２
５
」
が
最
新
の
背
番
号
で
す
。

「
至
誠
一
貫
」
の
も
と
に

　
昭
和
大
学
は
１
９
２
８
年
、
前
身
で
あ
る
昭
和
医

学
専
門
学
校
と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。
同
年
３
月
17

日
に
学
校
設
立
が
許
可
さ
れ
、
５
月
15
日
に
附
属
病

院
が
開
院
し
、
以
来
、
多
く
の
医
師
を
輩
出
し
て
き

ま
し
た
。

　
本
学
の
建
学
精
神
は
「
至
誠
一
貫
」
で
あ
り
、
今
も

な
お
学
是
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

卒
業
生
、
在
校
生
の
目
標
と
す
べ
き
医
師
像
の
本
幹

を
な
し
、
さ
ら
に
は
人
間
形
成
の
教
訓
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。
当
教
室
も
こ
の
「
至
誠
一
貫
」
の
も
と
に
眼

科
医
療
を
実
践
す
る
こ
と
で
、
技
術
的
に
も
精
神
的

に
も
「
実
地
に
役
立
つ
良
質
な
専
門
医
」
を
育
成
す

る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　
余
談
で
は
あ
り
ま
す
が
、
当
教
室
よ
り
昭
和
大
学

学
長
が
２
名
輩
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
か
ら

も
、
教
室
の
方
針
は
昭
和
大
学
の
王
道
的
な
教
え
の

も
と
に
立
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
必
然
で
あ
る
と
悟

ら
れ
ま
す
。
「
い
つ
何
時
で
あ
ろ
う
と
、
患
者
を
診

る
、
対
応
す
る
、
断
ら
な
い
」
と
い
う
、
今
の
時
代
、

や
や
と
も
す
れ
ば
回
避
し
が
ち
な
原
則
を
徹
底
し
て

い
ま
す
。

紳
士
淑
女
の
「
大
き
な
医
局
」
を
目
指
す

　
昭
和
大
学
に
は
、
特
定
機
能
病
院
か
ら
単
科
専
門

病
院
ま
で
９
つ
の
診
療
機
関
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
う
ち
眼
科
が
設
置
さ
れ
て
い
る
病
院
は
４
病
院

あ
り
ま
す
。
各
附
属
病
院
は
、
東
京
都
品
川
区
の
昭

和
大
学
病
院
か
ら
半
径
20
㎞
以
内
（
藤
が
丘
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
17
㎞
、
横
浜
市
北
部
病
院
14

㎞
、
江
東
豊
洲
病
院
10
㎞
）
に
位
置
し
、
各
病
院
間

の
連
携
を
定
期
的
か
つ
密
接
に
行
っ
て
い
ま
す
。
　

　
ま
た
、
各
地
域
と
密
接
に
連
携
し
、
地
域
医
療
の

充
実
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
大
学
病
院
お
よ

び
藤
が
丘
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
に
は
眼
科
専
用

手
術
室
が
あ
り
、
連
日
、
白
内
障
、
緑
内
障
、
硝
子
体

手
術
や
眼
瞼
、
眼
窩
手
術
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
新
入
医
局
員
の
１
年
次
は
昭
和
大
学
病
院
に
所
属

し
、
２
年
次
以
降
は
各
附
属
病
院
で
の
研
修
を
行
い

ま
す
。
専
門
医
取
得
を
目
標
と
し
、
４
病
院
を
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
で
、
知
識
や
技
術
の
偏
り
を

減
ら
し
、
専
攻
医
同
士
の
情
報
共
有
を
行
い
や
す
く

し
て
い
ま
す
。
医
局
行
事
も
多
く
、
テ
ニ
ス
合
宿
、
ゴ

ル
フ
コ
ン
ペ
、
野
球
大
会
、
医
局
旅
行
、
定
期
的
な
デ

ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
ツ
ア
ー
な
ど
、
医
局
員
同
士
の

親
睦
も
深
め
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
本

眼
科
学
会
総
会
、
臨
床
眼
科
学
会
、
眼
科
手
術
学
会

で
の
発
表
時
に
は
、
懇
親
会
を
行
い
、
皆
で
労
を
ね

ぎ
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
「
ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
」
が
似
合
う
医
局
で
あ
る
一

方
、
眼
科
医
に
多
い
女
性
医
師
へ
の
配
慮
も
行
い
、

紳
士
淑
女
の
大
医
局
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

眼
外
傷
に
力
を
入
れ
て

先
進
的
な
医
療
を
行
う

　　
昭
和
大
学
病
院
眼
科
学
講
座
で
は
、
第
３
代
主
任

教
授
・
深
道
義
尚
先
生
の
影
響
も
あ
り
、
現
在
も
な

お
眼
外
傷
に
対
す
る
診
断
、
治
療
に
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。
昭
和
大
学
病
院
に
は
国
内
で
は
珍
し
い
「
眼

外
傷
外
来
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
眼
窩
骨
折
は
年

間
約
１
０
０
例
、
外
傷
性
視
神
経
症
に
対
す
る
視
神

経
減
圧
術
は
こ
れ
ま
で
約
８
０
０
例
の
実
績
が
あ

り
、
国
内
で
最
も
多
い
施
設
の
１
つ
で
も
あ
り
ま

す
。
眼
窩
骨
折
の
治
療
と
し
て
は
、
上
顎
洞
バ
ル
ー

ン
を
用
い
た
眼
窩
底
骨
折
整
復
術
、
経
涙
丘
眼
窩
内

側
壁
骨
折
整
復
術
を
行
っ
て
お
り
、
他
施
設
か
ら
も

見
学
者
が
あ
り
ま
す
。

　
先
進
的
な
医
療
と
し
て
、
現
教
授
の
高
橋
春
男
は

眼
科
内
視
鏡
開
発
の
先
駆
者
で
あ
り
、
眼
内
レ
ン
ズ

の
固
定
の
観
察
や
硝
子
体
手
術
に
内
視
鏡
を
積
極
的

に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
現
在
の
難
治
性
緑

内
障
の
手
術
に
欠
か
せ
な
い
緑
内
障
イ
ン
プ
ラ
ン
ト

手
術
を
１
９
９
５
年
か
ら
先
駆
け
て
行
っ
て
お
り
、

多
数
の
臨
床
実
績
が
あ
り
ま
す
。

　
藤
が
丘
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
眼
科
は
２
０

０
９
年
に
藤
が
丘
病
院
か
ら
移
設
さ
れ
、
白
内
障
手

術
な
ど
の
眼
科
手
術
が
よ
り
多
く
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。
東
急
田
園
都
市
線
沿
線
か
ら
の
患
者
紹
介
が
多

く
地
域
に
密
着
し
た
病
院
で
す
。
研
究
面
で
は
水
晶

体
再
建
に
対
す
る
臨
床
研
究
が
多
く
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
チ
ン
小
帯
脆
弱
例
に
対
す
る
カ
プ
セ
ル
エ
キ
ス

パ
ン
ダ
ー
は
、
谷
口
重
雄
名
誉
教
授
ら
が
中
心
と
な

っ
て
開
発
さ
れ
、
多
く
の
臨
床
実
績
が
あ
り
ま
す
。

　
横
浜
市
北
部
病
院
は
、
横
浜
市
営
地
下
鉄
の
セ
ン

タ
ー
北
駅
を
中
心
と
し
た
新
し
い
市
街
地
に
立
地
し

て
い
ま
す
。
網
膜
硝
子
体
手
術
、
特
に
難
症
例
を
多

く
手
が
け
て
い
ま
す
。
大
学
附
属
病
院
で
は
唯
一
、

角
膜
内
皮
移
植
（
Ｄ
Ｓ
Ａ
Ｅ
Ｋ
）
を
行
っ
て
い
る
施
設

で
も
あ
り
ま
す
。

　
江
東
豊
洲
病
院
は
、
２
０
１
４
年
に
開
院
し
た
最

も
新
し
い
附
属
病
院
で
あ
り
、
周
辺
に
は
高
層
マ
ン

シ
ョ
ン
群
が
立
ち
並
び
、
隣
接
地
域
に
は
築
地
市
場

が
今
後
移
転
し
て
き
ま
す
。
臨
床
面
で
は
、
加
齢
黄

斑
変
性
に
対
す
る
抗
Ｖ
Ｅ
Ｇ
Ｆ
薬
の
臨
床
研
究
を
多

く
行
っ
て
い
ま
す
。

高橋　春男 教授
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